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研究成果の概要（和文）：本研究課題は，個別言語の記述研究と，そこで得られた資料を基盤にした類型論的方
法論による分析を両輪として，バントゥ諸語内部のミクロな類型的多様性―micro-variation―に関して新たな
知見をもたらすことを目指した．その成果として，前者に関しては，ウル語およびロンボ語に関する142の文法
項目に関する記述資料の刊行，後者に関しては，とくに焦点表示と否定表示に関するパラメータの連動関係に関
する研究について，国際学会において発表し，また学術誌に投稿中である（共同研究者との国際共著論文とし
て）．

研究成果の概要（英文）：This project aims to contribute new findings about micro-typological 
diversity, i.e., micro-variation, of the morphosyntax of the Bantu languages through a 
micro-parametric analysis on the descriptive data of Kilimanjaro Bantu languages obtained through 
fieldwork. A main contribution regarding data description is the publication of the descriptive data
 of 142 morphosyntactic parameters of Uru (E622A) and Rombo (E623). As for the data analysis, one of
 the main topics was inter-parametric covariation between focus marking and negation, and the result
 has been presented in several international conferences as well as submitted to an academic journal
 as an international joint-paper.

研究分野： 言語学

キーワード： 形態論　バントゥ諸語　キリマンジャロ・バンツー諸語（チャガ語）　形態統語論　統語論　類型的多
様性
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研究成果の学術的意義や社会的意義
タンザニアの地方少数民族語であるウル語に関しては，これまで学術的な記述研究が行われておらず，本研究の
成果として公刊した記述資料集は，この言語にとっての初めての体系的な文法記述である．また，ロンボ語につ
いては筆者による日本語の記述文法があるが，英文の記述資料はこれまで未公刊であり，その意味で世界のバン
トゥ語学者がアクセスしやすい形で，これまでの資料的空白を埋めることになった．また，バントゥ諸語ミクロ
類型論の研究は，世界的な研究ネットワークのもとで現在展開しているところであるが，本研究課題はその一部
を担うものと位置づけられる．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 研究開始時までに，報告者は，タンザニア北東部，キリマンジャロ山麓を中心に話される
キリマンジャロ・バントゥ語群（Kilimanjaro Bantu languages，以下 KB と略）に属する諸言語
について，現地調査にもとづく記述研究を行ってきた．これら言語は，系統的にはニジェール・
コンゴ語族，ベヌエ・コンゴ語派に属するバントゥ諸語のうち，Guthrie（1967-71）の分類によ
ればチャガ語群（Chaga group，E60）に含まれ，語群内部における構造的多様性によって知ら
れる（Nurse 2003）． 
 本課題開始時点までの（本課題に関わる）主要な研究成果としては，(i) KB 諸言語の記述・
ドキュメンテーション研究，および (ii) KB 内の構造的多様性に関する類型論的研究の二領域
に大別される．(i) に関しては，博士論文として提出したルヮ語（Rwa あるいは Meru，Guthrie
分類を修正した Maho（2009）の分類番号で E621A，以下同様）の動詞形態論を中心とした記
述研究，およびロンボ語（Rombo，E623）の文法スケッチ（『チャガ＝ロンボ語（Bantu E623）
文法スケッチ』）を代表的な業績として挙げることができる．両言語は，申請者の記述研究が現
れるまで事実上の未記述言語であった．一方，(ii) に関する主たる業績としては，KB 内におけ
る TAM（Tense, Aspect and Mood）表示体系に関する構造的多様性と言語間対応，さらにはその
成果を展開する形で，類型論的なパラメータを設定することで類型間の相互関係の分析を試み
た論考を，学術雑誌および国際学会で報告してきた． 
 また，研究開始初年度に，現在の所属先である東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化
研究所（AA 研）に異動することとなった．これによって，AA 研の共同利用・共同研究課題「バ
ントゥ諸語のマイクロ・バリエーションの類型的研究（フェーズ 1）」に，より直接的に関わる
こととなり，本研究課題を遂行する上の相乗効果が期待される環境に置かれることになった． 
 
Guthrie, M. 1967-71. Comparative Bantu: An introduction to the comparative linguistics and prehistory 

of the Bantu languages, London: Gregg Press  
Maho, J. P. 2009. NUGL 2009. NUGL Online: The online version of the New Updated Guthrie List, a 

referential classification of the Bantu languages. Version dated 4 June, 2009. Downloaded from URL: 
http://goto.glocalnet.net/mahopapers/nuglonline.pdf 

Nurse, D. 2003. Tense and aspect in Chaga, In Annual Publication in African Linguistics, No.1, 
Cologne: Rüdiger Köppe, pp. 69-90 

 
 
２．研究の目的 
 本研究課題は，個別言語の記述・ドキュメンテーション研究と，そこで得られた資料を基
盤にした類型論的方法論による分析を両輪として，バントゥ諸語内部のミクロな構造的類型的
多様性―micro-variation―に関する知見を飛躍的に進展させ，その成果をバントゥ諸語研究コミ
ュニティのみならず言語類型論研究一般に向けて発信していくことを目的とする．遂行にあた
っては，バントゥ諸語 micro-variation 研究の世界的拠点であるロンドン大学 SOAS のプロジェ
クトチームと協働し，記述および分析対象言語の拡張を試みる．また，類型論的分析において
は，SOAS プロジェクトにおける具体的なパラメータの検討に参画することで，この研究枠組
み自体の精緻化に貢献するとともに，本研究課題独自のパラメータの設定も試み，それに基づ
く研究成果の発信を目指す． 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では，3 か年の研究期間を 3 つに区切る形で，(1) 研究基盤の整備，(2) SOAS プロジ
ェクトとの協働による研究推進，(3) 成果発信という 3 つのフェーズを研究計画として設定し
た．そして研究期間 2 年目の後半は，SOAS に滞在して上述のプロジェクトメンバーとの共同
研究を進めた． 
 記述・ドキュメンテーション領域においては，第 1 フェーズにおいては KB を中心とした記
述研究を行い，第 2 フェーズでは KB 以外の言語へと対象言語を拡張することを目論んでいた
が，研究期間内にアップデートされた SOAS プロジェクトによるパラメータ・リスト（調査分
析項目）が 142 という膨大な数に拡張されたこともあり，KB のロンボ語とウル語（E622D）の
調査に集中することとなった． 
 一方の類型論的分析の領域では，第 1 フェーズにおいて，本研究独自のものも含め，今後
の分析に向けたパラメータ自体の検討を行い，その内容を，第 2 フェーズにおける SOAS プロ
ジェクトでのパラメータの拡張およびそれを適用した分析に反映していくという計画を立て，
概ねそのように実行した．とくに，2 年目の SOAS 滞在時に，焦点表示パラメータと否定に関
するパラメータの連動関係に着目し，SOAS プロジェクトによって集積されたデータベースを
活用することで，パラメータ間の co-variation について集中的に分析を進めた． 
 そして，最終年度である第 3 フェーズにおいて，両領域において得られた研究成果をとり
まとめて，内外の研究者コミュニティに発信していった．以下，具体的な研究成果について整
理する． 
 



 
４．研究成果 
 まず，記述・ドキュメンテーション領域においては，上述の AA 研共同利用・共同研究課
題「バントゥ諸語のマイクロ・バリエーションの類型的研究（フェーズ 1）」の成果出版物とし
て，東部バントゥ諸語に属する 12 の言語の記述資料集を公刊した（以下の項目「５．主な発表
論文等」の〔図書-1〕に該当．以下同様に示す）．142 の形態統語論的パラメータに関する網羅
的なデータを収録したこの資料集において，報告者は，ウル語〔論文-1〕とロンボ語〔論文-2〕
の記述資料を上梓した．また，同書には，AA 研プロジェクトの共同研究者であり，報告者の
ロンドン滞在中の受入研究者でもあった Lutz Marten 教授（SOAS）による序言（foreword）が
収録されているが，これは，この研究成果が国際的な共同研究ネットワークに多くを負ってい
ることを端的に示すものである， 
 一方の micro-variation に関する類型論的分析については，主に国際学会の場で，その成果を
発信してきた．本研究課題の第 2 フェーズ段階，すなわち SOAS 滞在時に，KB に広く現れる
焦点標識 nı́ に関するミクロ類型論的分析について発表するとともに（〔学会発表〕-10），それ
を発展させる形で焦点表示と主動詞否定構造に関するパラメータ連動に関する試論を，SOAS
プロジェクトの最終研究会で発表した（〔学会発表〕-8）．さらには，否定表示形式に焦点を当
てた国際言語学者会議における発表（〔学会発表〕-5）など，2018 年のみで 8 つの研究発表（う
ち 6 つが国際学会・研究会におけるもの）を行った． 
 また，未公刊のため以下のリストには含まれていないが，上述の KB の焦点表示に関する研
究は”A micro-parametric approach to Focus marking ní in Kilimanjaro Bantu languages” というタイ
トルで，バントゥ諸語マイクロバリエーションに関する書籍（Marten et al. (eds.) Current 
approaches to morphosyntactic variation in Bantu, OUP）の章論文として投稿済み，また否定と焦
点表示に関するパラメータの co-variation についても，Lutz Marten 氏との共著で査読誌に投稿
済みである． 
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